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　1．はじめに
　明治大学では，「総合的な教育方法・教授法の工夫改善を全学的に拡充し発展的に定着させる
ため，ネットワークを用いた教育学習支援システム上に，のべ20本以上の共用型の教育用デジ
タルコンテンツを3ヵ年で構築・整備し公開すること」を目的として，「明治大学100コンテン
ップロジェクト」という取り組みを行っている（明治大学HP“明治大学100コンテンツプロ
ジェクト”（URL　http：／／contents－edu．mind．meiji．ac．jp／index．html）より）。
　明治大学では，すでに“Oh－o！Meijiシステム”を開発し，様々な教育場面で活用しているが，
100コンテンツプロジェクトは，このシステムに必要となるデジタルコンテンツを提供するこ
とにもつながる。すなわち，ますます発展する社会の情報化の流れに対応するために，これま
で明治大学が培ってきた「知のストック」をデジタルコンテンツ化し，“Oh・o！Meijiシステム”
等の情報環境を活用することで，より先進的な教育環境を実現することが可能となるのである。
　明治大学教職課程では，このプロジェクトに「学習指導案データベース及び検索システムの
構築」を主旨として応募し，デジタルコンテンツを開発した。
　本稿の目的は，明治大学教職課程における「学習指導案データベース検索システム」構築の
経緯と利用方法について解説するとともに，検索システムを用いた学習，研究の可能性につい
て考察することにある。
　2．学習指導案とは
　学習指導案とは，教師が授業を行う際に，1時間分の授業の進め方を記した計画書のことを
いう。かつては「教案」，「教授案」とも呼ばれた。統一された書式があるわけではないが，お
おむね，「授業者」，「クラス」，「単元名」，「教科書」，「指導計画」，「指導目標」，「本時の位置づ
け」などの授業の概要に関する項目の後に，「導入」，「展開」，「整理」，「学習内容」，「学習活動」
「指導の留意点」などの当該授業時間の実施についての具体的な方法・手順に関する項目が続く。
参考までに，明治大学で作成しているr実習録』所収の学習指導案の書式を資料1－1，1－
2に示す。
　教師は毎時間ごとに学習指導案を作成することが必要となるが，実際には，現職教師が学習
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指導案を作成するのは「研究授業」などの機会のみであろう。ある程度，授業の経験を積み，
なおかつ，教材研究をしっかりと行っていれば，詳細な「学習指導案」を毎時間作成する必要
性は必ずしも高くないし，教師には他にも重要な業務が多々あり，毎時間，学習指導案を作成
するほど時間的余裕はない。
　しかし，教育実習の場合には事情が異なる。教育実習では，学生はほとんどの場合，初めて・
教壇に立って実際の生徒を前で授業を行う。授業の進め方，授業スタイル，授業構成などすべ
てにおいて知識も経験も不足しているから，実習担当の指導教諭から細かな指導を受けながら，
毎時間ごとに学習指導案を作成する。そして，作成した学習指導案に基づいた授業を行って，
授業後に自らの授業を振り返り，指導教諭から再度，指導を受けるということを繰り返す。こ
うした過程は，学生にとって非常に重要な学習の機会となる6
　学習指導案の書式を見ると，一見，これを埋めるのはさほど難しい作業ではないように思わ
れるかもしれないが，実際に取り組むと，かなり大変な作業であることがわかる。学生は教育
実習期間を通じて，ようやく学習指導案を何とか自力で完成させることができるようになる。
　大学の授業においても，学習指導案の作成については学習するが，明治大学のように教職課
程履修者数が多い大学では，学生一人一人に「模擬授業」を行わせ，個別に指導を行うことは，
免許取得希望者が比較的少ない教科を除いては難しいのが現状である。
　3，明治大学における学習指導案の取り扱い
　明治大学教職課程では，「教育実習」に関わる評価の一環として，教育実習中の研究授業で用
いた学習指導案の提出を義務づけている。学生には，「提出された学習指導案は，後輩の学生に
学習の機会を提供するための資料とする」ことも伝えている。教育実習指導室では，提出され
た紙ベースの学習指導案を年度別，教科別にファイルにとじ，指導室内で閲覧可能としてきた。
教育実習が始まる季節になると，毎年，多くの学生が，先輩が作成した指導案を閲覧したりコ
ピーしたりして自らの教育実習の参考としてきた。
　しかし，こうした紙ベースの資料提供にはいくつかの問題点がある。一つは，毎年500人分
程度増えていく学習指導案の保管と管理の問題である。学習指導案の汚損・破損を修繕したり，
散逸を防いだりするための労力も多大なものとなる。保管スペースには物理的な限界があるた
め，教育実習指導室や倉庫内に保存しておくことができるのはせいぜい数年度分であり，過去
のものは順次，廃棄されていくことになる。さらに，必要な学習指導案を見つけるためには学
習指導案を1枚1枚めくって探さなくてはならず，多くの時間と労力を要する。実習前には多
くの学生が集中して閲覧するため，自分が必要な学習指導案を閲覧するまでに順番待ちをしな
くてはならない場合もある。また，学生の多くは出身校で教育実習を行うことになるが，地方
出身の学生の場合，一度，教育実習のために帰省すると，教育実習指導室にある学習指導案を
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閲覧することはできない。
　このような問題をクリアするには，学習指導案をデジタルコンテンッ化し，インターネット
等の環境を通じて，学生がいつでもどこでも必要な資料を利用できることが効果的である。
　4．開発の経緯
　以下，具体的な開発の経緯を述べる。
（1）プロジェクトへの応募
　2004年11月8日に文学部の教員を対象にした「デジタルコンテンツ推進分科会」によるデジ
タルコンテンツ応募に関する説明会が行われ，教職課程からは高野教授と筆者が出席した。こ
のときの説明会の主旨は，およそ「3ヶ年で100コンテンツをデジタル化，今年度中に10本デ
ジタル化したい」ということ，「予算は文部科学省の大学改革推進等補助金（大学改革推進経費）
及び明治大学独自の予算を用いる」ということ，「基本的に教員は案を出し，具体的な計画，作
業については業者と相談しながらすすめる。」といった内容であった。
　筆者が11月22日の教職課程の会議において，教育コンテンツのデジタル化への応募について
提案し，検討の結果，筆者が中心となって学習指導案のデジタルコンテンッ化を進めることと
なった。企画の概要を「デジタルコンテンツ推進分科会」に応募したところ，採択された。
　大学事務の窓口は教務課及び教育研究システム課であり，システムの開発業者は，㈱学習研
究社及び㈱スリー・エー・システムズである。なお，教職課程側の窓口として，筆者に加えて，
教育実習指導室の永井嘱託職員にも参加してもらった。
（2）システムの設計
　大学事務，開発業者，筆者，永井嘱託職員が数回打ち合わせを行い，この応募企画として，
まず，既存の学習指導案のうち，2002～2003年度の学習指導案，約1000枚をデジタル化（具
体的には紙ベースの学習指導案をPDF形式のファイルに変換し，画像データとする）し，デー
タベースを構成することとした。また，実際の検索システムについては，すでに，同様なデー
タベースを開発していた教育情報ナショナルセンター（nicer）の「みんなで作る教育実践事例」
（“eCase”）（URL　http：／／www．nicer．go．jp／ecase／）の学習指導案データベース検索システムを
参考にすることとした。同様なデータベースとして，他に，「世界の指導案」（URL
http：／／jcultra．cc．osaka－kyoiku．ac．jp／LPIW／），岩手県立総合教育センター学習指導案データベー
ス（URL　http：／／www．iwate－ed．jp／db／db2／index．html）等がある。
　なお，この際，問題となったことが4点ある。
　1点目は，予算措置のなくなる2004年度以降のデータベースの維持管理をどのように行うか
という問題である。2点目は，学習指導案に掲載されている実習生氏名，指導教諭氏名，指導
教諭印といった個人情報の扱いである。3点目は，データベースの利用者の範囲である。4点
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目は，検索に必要となる項目の抽出である。
　第一の点であるが，予算措置のなくなる2004年度以降も継続的に学習指導案を追加できるた
めには，極力，このシステムの維持・管理に労力を要しないようなシステムにすることが必要
である。特に，最も労力を要する学習指導案の追加作業では，学生自身がコミットできるよう
なシステム作りを行うことが必須である。こうしたことを踏まえながらシステムの設計を行っ
た。このように学生のコミットを求めることには，学生にこのシステムの利用に関心を持たせ
ることができ，また，昨今，教育現場で必要性が高まっているIT関連の知識・機器への習熟
に寄与することができるというメリットもある。
　第二の点であるが，デジタルコンテンツは無限のリプリントと瞬間的かつ広範囲な情報伝達
が可能であるため，個人情報の保護という観点が必須である。インターネットにまつわる昨今
の諸問題を考慮すれば，個人情報が悪用されることは十分考えられる。このため個人情報は原
則としてデジタルコンテンツに載せないこととし，学習指導案の中の個人情報に関する部分は
デジタル化する際にすべて消去することとした。
　第三の点であるが，明治大学に要請される社会貢献を考えると，本システムを一般公開する
ことも考えられた。しかし，学生に学習指導案を提出させる際に，評価の一環であることと，
後輩の学習の参考として利用することを説明してきたこと，一般公開した場合，悪意のある利
用者への対応が難しいことなどの理由のため，明治大学の学生及び教職員のみ閲覧可能とする
こととした。
　第四の点であるが，データベースが機能するためには，検索に必要となる情報を事前に入力
しておくことが必要である。一度，データベースが作成されてしまうと，検索のための情報を
あとから追加するのは難しい。したがって，作成の段階で必要な情報を吟味し，取捨選択する
ことが重要な作業となる。入力される情報については，実際に教育実習を行う学生に接する機
会が多い教育実習指導室の野口実験助手補（当時）・大森実験助手補（当時）の意見を参考に
しつつ，表1のように選定した。また，「教科」，「科目」，「領域・分野」については，資料2，
資料3－1，3－2，3－3のように，原則として，できるだけ現行の学習指導要領に沿うよ
うに用語を定めた。
　こうして2005年3月末にデータベースが一応の完成をみた。なお，2005年度は，大学全体の
システム開発の都合上，インターネットへの接続が難しい状況であったため，教育実習指導室
に設置したパソコンのみ閲覧可能とし，1年間の試行期間を設けて，実際の運用状況からシス
テムの不具合等をチェックした上で，2006年度からの本格的運用を目指すこととした。パソコ
ンにはプリンタ1台を接続し，学習指導案の印刷を希望する学生は1枚印刷することに10円の
料金を備え付けの料金箱に入れることとした。
（3）学生による学習指導案のデジタル化作業
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　学習指導案の追加については以下のように行った。明治大学では教育実習指導の授業をクラ
ス制で行っている。この授業の中で，学習指導案の追加に関わる作業を説明したプリントを配
布した。学生の主な作業は以下の通りである。
①研究授業の学習指導案をPDF形式に変換
　学習指導案をWordや一太郎等のワープロソフトで作成した場合には，　Word形式，一太郎形
式のファイルをPDF形式に変換した。手書き等，紙ベースのものの場合には，スキャナを用い
て画像ファイルとして取り込んだ。
②検索用のデータの入力
　検索用の情報はExcel形式のファイルを作成して，表1に示した項目を入力することとした。
当初は，学生が各自Excel形式のファイルを作成していたが，データの追加作業段階における
エラーを防ぐため，現在は資格課程HPより，所定のファイルをダウンロードすることとして
いる。
③記憶媒体への保存と提出
　PDF形式のファイル（学習指導案の画像情報）とExcel形式のファイル（検索用のデータ）
をCD－R等の記憶媒体に保存し，教育実習指導室に提出する。
（4）学習指導案の登録（追加）
　学習指導案の登録（追加）は学生が提出したファイルの入力状況を教職員が最終的にチェッ
クし，システムの「一括登録」機能を用いて行った。
　5．利用方法
（1）認証
　学習指導案データベース検索システムのURLは次の通りである。　URLを直接入力してアクセ
スする方法と明治大学資格課程のホームページからアクセスする方法がある。
URL　http：／／contents－edu．mind．meiji．ac．jp／public／CO4820012／CO4820012　html
このURLにアクセスすると，図1のような認証画面が表示される。
一57一
　　禰∫”・　’　 @　　for「－・lt．．　ヤゆトゼ　，，［f　’が　’
描腰i・②磁壷然〆）騰☆棚。砂鑑・ミ塾va・滋露鍛鍛
隅え鵯遡瞑㎞「血剛鵬暢
・差樋疹罷纐際醇葦eCt　th　9回守田1面‘琴
．窟
一雛譜曜謝
wy．iCサ
懸の矯湘幽・懲伽一擁毎1謄覧解轟・紳フ動
．輪醜・葦
，灘羅
総s－fbtSPtノ㎞一副卿り靱徽麟2Nditi”｝z£Pt－tt’　t，頒，輝綿 肺’重 鱒翻，悼脚舷鳶撚謎一偲　’
図1　認証画面
　ここで，“ユーザー名”と“パスワード”を入力し利用を開始する。“ユーザー名”と“パス
ワード”は，「教育実習指導」の授業を履修している学生に，各クラスの授業を通じて伝える。
なお，“ユーザー名”と“パスワード”は年度ごとに変更する。卒業生や科目等履修生など，す
でに「教育実習指導」を履修済みの学生または1～2年生については，教育実習指導室が窓口
となり，利用希望者に“ユーザー名”と“パスワード”を伝える。
（2）検索
　認証が終わるとトップ画面が表示されるので，“検索画面へ”をクリックする。すると，図2
のような検索画面が表示される。検索したい学習指導案の“実習年度”，“学校種”，“教科”を
プルダウンリストの中から選択し，必要に応じて“キーワード”を入力した上で，検索キーを
クリックする。なお，検索条件を詳細に設定することにより，検索される学習指導案を絞り込
むこともできる。この場合，“詳細条件”をクリックする。すると，図3のような画面が表示さ
れるので，必要に応じて条件を設定し，検索する。
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図3　詳細条件を指定する検索画面
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（3）検索結果
　条件に該当する学習指導案がデータベース内に存在すれば，検索結果が表示される。ここで
は一例として，“2002年度”～“2005年度”，“中学”，“社会”という条件で検索した結果を図
4に示す。なお，検索結果は2006年11月20日現在のものである。
カィルe懸o砺lqθ即りmpツールΦ～けe
as　r・Z　・膨滋霧鍛Ptts　Whef“臥り麟鋳・轟塑・騨鍛旛
?．
゜，臨鰻＿．繍響驚応夢サイ隅一e…9・レ
　　　　窮捜鷲・砂醗甲 。一轟一鰐ご犠憲㌘㎜騨ア露踊晒細繍’噛魁讐ll轡鵠　　｝t　でノブ．．、翻燃舞
灘講雛蒙　購　．、簸雛灘
　　検索結果281件中、1－le件目を表示．
勲娠．華輯…社蚕i籔鱗野
まゆ　a　ホゆれま　te　”l
魏鞭鞍筏社畢勅分監．
挿降震，甲囎繊；曖的券雲養
鋤鞭年鞘藝愈聾構義
一1藩遡蝋蟄撚π名
『ド；試勘陰憂『萄醐粥長史晦分瀞13に§a『
節肋翫腿蹟鋤劇粥
．芝…ヒ・F欝ジ・蚕欝塑禦野難聖讐養子】繊贈1・・
国凪の散浩ξ狂化
痂f戦’・鞍撫嚴毎船鋲
萎醗轍、中畢冨塗蓬纏史麟野・丁
卿年蛋丁輩峯繊鵬舞鍋菊i
璽讐鱒禦撚導蔓醗懇一：
i薫鋸横の躰『
．…翼欄獄遍麗尚紛鍔櫛幹・算隅∬
．糞閾蘭擬静…麗昇輔㈱騙櫛あ齢岬…
．…悉勲鞭5鰻三璽「
、・醐襯鰹灘蝿櫛三・一・5》『m
……欝…
’欝．
’鶴・i
i〔麹“』
〔亜1
嚥
l－－－t－t－t－－masasaseetwptewewggiitsg
図4　検索結果の例
（4）学習指導案の表示
　閲覧したい学習指導案がみつかったら，“表示”をクリックする。すると，”Acrobat　Reader”
が起動し，学習指導案が表示される。ここでは，参考までに表示された社会の学習指導案を提
示する（図5）。
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図5　表示された学習指導案の例
　左側の“詳細表示”をクリックすると，2004年度のデータからは“研究授業に対する評価”
（“自己評価”，“指導教諭の評価”，“参考資料”）が表示される。学生は表示されている学習指導
案を用いた授業で直面する問題点や，授業の参考となる資料についての情報を入手することが
できる。
　6．教育・研究上の可能性
（1）教育場面への応用
　本システムには様々な教育場面での活用が考えられる。代表的なものをいくつか例示したい。
①授業時間内における活用
　明治大学の教室のほとんどには学内LANが設置されているから，授業の中で，いくつかの
学習指導案を教室内のスクリーンやモニター上に映し出し，比較検討しながら学習指導案作成
について学習することができる。従来の紙ベースの場合は，こうした授業は行いにくい。また，
学生ひとりひとりがパソコンを使える環境にある教室では，学生が個別にあるいは集団で，興
味・関心に基づき，学習指導案を検索し，学習を進めることができる。
②課題への活用
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　授業後に学生に課題を出す場合にも，本システムは利用可能である。例えば，同一の領域・
分野の学習指導案を検索し，学習指導案の差異が授業にどのような違いをもたらすか考察させ
ることも可能であろう。
③遠隔学習への活用
　学生が自宅や帰省先からも本システムを利用することが可能である。ユビキタス・カレッジ
の整備が進めば，こうした従来の学習方法とは異なる学習にも対応が可能である。
（2）研究上の可能性
　本システムは研究上の活用の可能性も有している。以下，いくつか例示したい。
①教育実習で扱われる領域の分析
　教育実習では，例年，学生が担当しやすい領域・分野がある。指導教諭が教育実習生に担当
させる領域を経年的に追うことにより，教育実習を取り巻く環境について分析する材料が得ら
れるであろう。また，学習指導要領の改訂と教育実習の関係についても分析できよう。
②同一の領域を扱った学習指導案の比較分析
　「課題への活用」についての項でも触れたが，同一の領域を扱った学習指導案であっても，
指導教諭の指導方針，学生の考えなどにより，学習指導案は異なってくるであろう。本システ
ムでは，研究授業に対する指導教諭の評価等から，実際の授業場面との対応についても情報を
得ることができるので，こうした相違について事例的に分析することも可能である。
③現場の教師の教育観の変化の分析
　研究授業に対する指導教諭の評価等を分析することにより，教育実習の現場で指導教諭が重
視していることについても情報を得ることができる。この変化を探れば，現場の教師の教育観
の変化なども追うことができるだろう。
　7．運用上の課題
　最後に，本システムの運用に関して留意すべきことを述べる。
　かつて，図書館の書誌情報が紙ベースからOPACに移行する際にも，様々な問題が生じる
可能性が指摘された。そのうち，本システムに関連が深いことは，学習指導案の検索が容易に
なることにより，学生が自分の知りたい内容を吟味することが少なくなったり，自ら苦労して
必要な情報を入手する機会を持たなくなったりするなどして，結果として，学生の学習の質が
低下することである。利便性の追求は常にこのような問題をはらんでいる。
　一方，現在は，OPACをはじめ，様々な文献データベースが公開されており，これらのシ
ステムなしには，教育・研究自体が考えられない状況となっている分野も少なくない。本シス
テム利用の際には，学生がシステムに依存することがないよう，継続的に利用に関する教育的
な指導を行っていく必要がある。
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　また，インターネットー般に共通する悪用（許可を得ないシステムの改変やデータの無断転
載等）をはじめ，学生が研究授業の際にデータベース内の学習指導案をそのまま使ってしまう
などの問題も考えられる。これまでの紙ベースの学習指導案であっても，こうしたことが行わ
れないとはいえないが，デジタルコンテンッ化されることにより，悪用されやすい状況が生み
出されているともいえる。
　いずれにせよ，こうした負の側面については，教育実習指導の授業などを通じて，学生に伝
えていく必要がある。なお，2006年度のインターネット経由の運用開始にあたっては，教育実
習を来年度に控えた学生全員に『利用の手引』の小冊子を配布し，利用の仕方等について周知
した。
謝辞
　本システムの開発にあたり，デジタルコンテンツ構築ワーキンググループ座長の理工学部・
阿部直人助教授，教職課程の諸先生方，教務課ならびに教育研究システム課の職員の方々，野
口実験助手補（当時），大森実験助手補（当時），永井嘱託職員の多大な協力を得た。この場を
お借りして感謝申し上げます。
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表1　学習指導案データベース検索システムの入力項目
項目 入力例
実習年度 2006年度
学年 4年
所属学部 文学部
学校種 中学校
実習校名 千代田区立○○中学校
実習校住所（都道府県） 東京都
実習校住所（市区町村） 千代田区
教科 社会
科目 歴史的分野
領域・分野 近現代の日本と世界
使用教科書 『社会のすがた　歴史』　（○○書籍）
教科書の単元名 専制政治への不満
授業のねらい・指導上のポイント
@　　　（100字以内）
i授業実施学年・キーワード数語）
明治政府の専制政治とそれに不満を持っ士族の対立
ｪ引き起こした西南戦争から国会開設が実現するま
ﾅの歴史の流れを理解する。　（中学2年，明治政府，
ｼ南戦争，士族，国会開設，自由民権運動）
PDFプアイル名 駿河太郎．pdf
研究授業に対する自己評価・感想
@　　　（100字以内）
歴史的な事件とその背後にある歴史の流れを結びつ
ｯて授業を行うのが難しかった。
研究授業に対する指導教諭等の評価
@　　　　（100字以内）
教育実習としてはまずまずの授業だったが，教師側
ﾌ説明と板書が多くなり，生徒が考える時間を作れ
ﾈかったのが残念だった。
参考資料 歴史資料集（○○書店）
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＜資料1－1＞
授　　業 実 習　　の 記 録
日　時 年　　　月 日（ 曜日） 校時 指導教諭
実施者
領　域 学　年 年 組
氏　名
学
?
指　　導 案
単　教 使　教
材 科
元　名 用　書
????
単
元
の
指
導
計
画
本
時
の
指
導?
標
反
省
及
ぴ
指
導?
讐??
た
内
容
同一計画に 月　　日 校時 年　　組 月　　日 校時　　年　組
よる指導の
有　　無 月　　日 校時 年　　組 月　　日 校時　　年　組
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＜資料1－2＞
本　時　の　指　導　計　画
学習内容 学　習　活　動 ．時　間 指導上の留意点ｻ　　の　　他
???
????
????
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＜資料2＞
研究授乗を行った学校が中掌校の場合の教蒋≧科目・須填分野の一覧表
鰍 科目 蟹鞍・分懸〔欄 伽 科麟 慣職・分野
小説・物紐 身近な勢理現象
賄筆・賄想・エシセィ 身の回りの醤質
第ユ学年 評論・総説・醐文 電淀とその利用
詩 第ユ分野 化学変化と原子，分子
磯 短歌 運勧の顯粧
俳・句 物質と化学反応の利用
第’2学年』y9第3学 古　文 季韓技術と蓋陶
年 婆’文 囎 拮物の生活と種類
その勉 大地の褒化
動勃め生活と種類‘
「鞍科 ．科匿 蟹域・分酵 第2分餅 天気とその変｛ζ
世界と日本の堀城構櫨 生物の紐砲と生殖
地理的分野． 地域の規模に応じた調査 地球と宇宙
世界ど比べて見た白本 自焦と・人蔑
歴吏の流れと池誠の歴史
古伐雲での頂本 鰍 「科白 蟹填・・分野（各学年典通》
．祉会 歴史的分野 中世の臼広 動　飼
近世の日宰 現在形
竈鰍の臼凝世界 英語くユ年〉 過垂｝彦
現代仕会と私たちの生活 葺…来形
公民的分野 邸興生ほと経済 完了形
現代め民撤冷とこれからの妄嫉 仮定法
疑問文
感嘉丈
：英語（言年〉
・纏科 蓼椙 撰矯・分野〔欄 櫛 命命文
第ユ「学年 ・数と式 地　駁
鮮 第9学年・ 図　形 苓定詞・動名詞
，「噛9，，髄，，，，．甲．．甲 ■■■甲甲甲甲，，，，，，，，．甲
、第3摩年 数量嚇． 受勧激
代名詞．
助動圃．
英語（3年｝
撒勲 科目 儲壊’・、分野 関係イ覚名詞・燭係函1飼
’遭館 渡徳 （、塗．榛｝ 文墨・特鮪文
そ9池
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＜資料3－1＞
研究浸業を行った学校が高等学校の場合の教科・科目・領域分野の一覧表（その1）
・　　　　　目共
国語表現1
国語表現II
国語 国語総合
　　小説・物語
助M・随想・エッセイ
]諭・論説・脱明文
@　　　詩
@　　短　歌
@　　俳　句
@　　古　文
@　　漢　文
@　　その他
現代文
古典
●
諸地　世界と交　圏
世界史A 一体化する世界
現代の世界と日本
世界史への扉
諸地域世界の形成
世界史B 潴地域世界の交流と再編
諸地域世界の結合と変容
地球世界の形成
歴史と生活
日本史A 近代日本の形成と19世紀の世界@近代日本の歩みと国際関係
第二次世界大戦後の日本と世界地理歴史 歴史の考察
原始。古代の社会・文化と東アジア
中世の社会・文化と東アジア
日本史B 近世の社会・文化と国際関係
近代日本の形成とアジア
両世界大戦期の日本と世界
第二次世界大戦後の日本と世界
地理A 　　　現代世界の特色と地理的技能n域性を踏まえてとらえる現代世界の課題
現代世界の系統地理的考察
地理B 現代世界の地誌的考察
現代世界の諸課題の地理的考察
現代社会 　　　現代に生きる私たちの課題ｻ代の杜会と人閥としての在り方生き方
公民 倫理
青年期の課題と人間としての在り方生き方
@　　　　　　現代と倫理
現代の政治
政治・経済 現代の経済
現代社会の諸課題
・
数学と人間の活動
数学基礎 社会生活における数理的な考察
身近な統計
方程式と不等式
数学1 二次関数
図形と計量
式と証明・高次方程式
数学II 図形と方程式
いろいろな関数
微分・積分の考え
極限
数学 数学II1 微分法
積分法
平面図形
数学A 集合と飴理
場合の数と確率
数列
数学B 　　ベクトル搆vとコンピュータ
数値計算とコンピュータ
行列とその応用
数学C 式と曲線確率分布
統計処理
・　　　　　目共
オーラル・コ Be動詞
ミュニケー 一般動詞
ション1 現在形（三単曳）
オーラル・コ 現在進行形
ミュニケー 過去形
ションII 過去進行形
現在完了
英語1 過去完了
仮定法
外国語 英語II
疑問文
ｴ嘆文
命令文
リーディン
@　グ
　　比較
s定詞・動名詞
受動態
ライティン
@　グ
代名詞（主格・目的格・所有格・指示等）
@　　　　　　　助動詞
関係代名詞・関係副詞
英画以外の外国 文型・特殊構文
語に関する科目 その他
・
科　の　まり
理科基礎 自然の探究と科学の発展
科学の課題とこれからの人間生活
自然の探究
理科総合A 資源・エネルギーと人間生活@　　物質と人間生活
科学技術の進歩と人間生活
自然の探究
理科総合B 　生命と地球の移り変わりｽ様な生物と自然のつり合い
人間の活動と地球環境の変化
電気
物理1 波
運動とエネルギー
カと運動
電気と磁気
物理II 物質と原子
原子と原子核
理科 課題研究物質の構成
化学1 物質の種類と性質
物質の変化
物質の構造と化学平衡
化学II 生活と物質ｶ命と物質
課題研究
生物1 生命の連続性環境と生物の反応
生物現象と物質
生物II 生物の分類と進化生物の集団
課題研究
地学1 　　　地球の構成蜍C・海洋と宇宙の構成
地球の探究
地学II 地球表層の探究
宇宙の探究
課題研究
「
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斑究授業を行った学eth（高校の場合の教科・餐目・犀域分野の一覧表（その2．）
翻 科目 鱈域・分野 経済径会と法
筒秦の学習が擢夙 権郵レ義窮と財産指
経済生括とピゲ銘 助産梅と契約
経済酒動と法
ピジ琴癌礎 ピジ祁乏流顯活動
ピジ祉亮質取引 仕会生活に購する縷
外國人とのコミ織鞠ン 粉争の予防と解決
調査，研究．箕験． くらしと企業
倖品制作． 我が国の企業径営
課麺研究
産業現場等．における窯習 国鰍シ忽 我が国の経済
職業資格の販拷 国際径済と企禦経営
流通ビジネスに関する実践 飼際経済寧情
国際佳沸モ関する翼践 簿記の基磁
絶含箕践
簿議評に関ナる翼践 取引の詑帳
鯛
経営情細調するi職 決算
産紫経済の冤展と消費生落 暢簿と帳簿繕織
簡晶 会計の基砲
聯』ど流通
商品蹟多様化 触 ム鉱質冒r
貸借対照表
向集 流醗の仕絹みとその担いξ… 損益計算書
流通を支零る閉連活動 財鶴表の活卑
ピジ’aの劇造 原価と原価計算
珠算・暗算 原価の費目別計算
商業技衛 商業文轡 康価計算 原価の部門別計算と製品別計舞
商索デヅ〃’ 製品の完成・販夷…と決算
現代石場とマーケティンダ 厚鰍韓の活用
薦場調査 企業のグ炉プ化と会計
マ咳幻ング
商品緬と販尭価格
@　販売梶遷
会蔚箕務
国際化と会計
ﾏ報化ど会計
琿客満足の翼現 税と会計
マψティンダ’ヲq ピジ孕スと檀報処琿．
・・ 国階乙とコミュニケ函ン 衷謙算ソ7ト今エアナ舌用の麟
海外での禽話 憎報処理
ピシく?v算と表の作成
’英語翼務 ゼ1ジ孝スめ会詣 デ」タベ「魏唾ア括用の基礎
ピシ’叙の文書
ヒー「y裾と情報ま勇｛鐡フ穆「ク
国際ピジ4ス情韓 情隷モラルとセキ・ワテ槽理
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・鞭撚を伽た学働塙校瑚合の教秤・縮・頻顧鋤一蘇ぐその3）
鯖 科．目 顧・．分野
ピグ祁ど耀綱ヒの推進
表計算フフ梅アの括甫
ヂ→ぺ「惣ぎウ・卿活軍・
ピジ赫情報
ピシ’叔鷲の労撰と活用：
郵㊨ス情報涛み開発の蓬礎
’欄拠塑難器の導みと管理
応報庭勧8文毒
図形汐レウ∬ゆ落用
噂 文嶺’ザ轟’ マ癬殉ア¢～活用
憎報通信わトマータの活用
ブ凶毎一軸ン
・・だ顧陀プ・妻♂’ラミジグ
ブ・グ菱ミグ雑
ヅ・ダラミ疹 〆げ鱒ミンダ志痢
’ソ穿携ア
・A”筆’C
鰍 科日 倶横』・：分野
情鞭を繕扇するための工夫と情報機器
塘報頓収嚢・発信と檀報機罰活用、
榊艮且
情報職含的な処理と勲ピザ㊥活用
情報蚕幾器の繍蓑と生活の変fヒ
闇題鰍ど言ンピ卵の活用
批町‘ユ寺の仕組みと働き
情轍、 情報B
瞬題内げβ化と咽㌔→を活用しだ解鰹
精報社会を支える憶報技術
権報のヂシ‘姻ヒ
情報通信耕7ψとコ1轟ケ噸シ』
情報c
櫛報の収集．・発信と側入の責任
情韓化の進験と祉会への彰響
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